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　現代ドイッ文学を代表するギュンター・グラス
（G伽ter　Grass）が，1999年度のノーベル文学賞を受賞
してから早2年が経つ。処女作『ブリキの太鼓』（1959）
以来，彼の名が毎年候補に挙がっていだだけに，彼自身
にとっても，またドイッ文学界にとってもようやく肩の
荷がおりたという感じである。40年という歳月は実に長
い期間であった。この間に，すでにグラスの文学上の孫
ともいえる若い作家たちが多く誕生している。グラスの
ノーベル賞受賞が契機となって，特に若い作家の文学に
更に新たな推進力が加わるのではないか，あるいは不振
のドイツ文学が復権するのではないかと期待されてい
る。本研究では，以上の文脈から，時代の状況を反映し
た小説を広く渉猟してみた。若き作家から始めてみよ
う。例えば，デビュー作『クレージー』（Crazy）が18
万部も売れて話題になったベンヤミン・レーベルト
（Benjamin　Lebert）は，現在まだ弱冠19歳の若さであ
る。今後有望視される作家連は30代が中心で，例えばイ
ェニー・エルペソベック（Jenny　Erpenbeck）は34歳，
永遠の子供時代に関する寓話ともいうべき作品r大人び
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た子供の話』（Geschichte　vom　alten　Kind）で頭角を現
した。現在35歳のトーマス・ブルシヒ（Thomas　Brus－
sig）は『俺たちのような英雄』（Helden　wie　wir，1995）
で，消えゆくDDR（旧東ドイッ）への鎮魂歌を奏でた。
この作品は東西ドイツ統一後書かれた初の「統一」をテー
マにした小説である。大胆な性描写はグラスのデビュー
当時を彷彿とさせる。DDRで成長したブルシヒである
が，DDR時代にはこのような作品は書けなかったこと
であろう。女性作家の活躍もめざましく，エルペソベッ
クと並んでエルケ・ナータース（Elke　Naters）とカー
レソ・ドゥーヴェ（Karen　Duve）の名が挙げられよう。
ナータース（38歳）は，1999年『嘘』（LUgen）を発表，
処女作『女王たち』（K6niginnen）同様，女性心理を描
いて文体の簡潔さが特微的である。ドゥーヴェ（40歳）
は，『雨小説』（Regenroman）で，ドイッ東部の湖沼地
帯に朽ちた家を買った若い男女が，打ち続く長雨のため
にエロチックな狂乱におちいる物語で注目されている。
カトリン・アスカソ（Katrin　Askan，35歳）の『困難を
乗り越えて』（Aus　dem　Schneider）も忘れるわけには
いかない。これは東ベルリン生まれの彼女が，西側に逃
亡した自身の経験を基に作品化したものである。その他
トーマス・レーア（Thomas　Lehr）は43歳であるが，
『ナボコフの猫』（Nabokovs　Katze）によって将来を期
待されている。これらの作家たちは第二次大戦の負の遺
産をになった戦後文学の世代と違って，過去と偏見なく
対峙している。彼らには，過去の克服という困難な絆か
ら解放された感がある。だから性の快楽を自然に語るこ
とができるのであろう。戦後55年を経てドイツの過去の
犯罪に対する記憶がもはや筆をにぶらせることがなくな
ったのであろうか。続けてその行く末を見守りたい。
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